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研究成果の概要（和文）：本研究は(1)フリークエンシー・プログラム（FP）の意思決定情報機

能としての有効性と戦略的管理会計への適用の可能性についてと，(2)顧客関係性を会計情報と
して可視化し財務業績に影響があるかどうかを測定した。(1)について，ＦＰの利用に関して日

本の小売業へ実態調査を行い，顧客生涯価値の構成要素に影響を与えることを明らかにした。

(2)については，サプライチェーンの主要顧客情報を用いて分析し，主要顧客を所有するサプラ
イヤーは所有しないサプライヤーにくらべて売上総利益率が低いものの，在庫回転率が高いの

と，販売費一般管理費が低く財.務業績には差があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Theobjectivesofthisstudyare(1)toanalyzetheeffbctsthatpomt

programsanddiscountsystems,whichareatypeofmileageprogramstrategyandpricmg
strategyrespectivelylhaveonfinancialperformance,(2)tomeasuretheaffectsofcustomer
relationshiponsupplier，sfinancialperformance・Ｉｎ(1),Ifbundthattheeffectsofeachof
thesalespromotionalactivitiesandmakingthoseeffectsclearwillmakeitpossibleto
provideuseftllinfbrmationfbrdecisionmakingintheimplementationofsalespromotional

strategies・Ｉｎ(2)wefindthattheratioofgrossmarginstosalesfbrsupplierswithmajor
cus(jomers(SMOs)islowerthanthatfbrsupplierswithnonmajorcustomers(SNMCs).We
alsoshowthatinventoryturnoveｒｆｂｒＳＭＣｓｉｓｈｉｇｈｅｒｔｈａｎｆｂｒＳＮＭＣｓ，andtheratioof
sales,general,andadministrativeexpensestosales(ＳＧ&A)fｂｒＳＭＣｓｉｓｌｏｗｅｒｔｈａｎｔｈａｔ
ｆｏｒＳＮＭＣｓ
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直接経費 間接経費 合計

２００９年度 1．３０００００ 3９００００ 1,690,000

２０１０年度 900ＤＯＣ 2７００００ 1，１７００００

２０１１熊度 900,000 2７００００ 1．１７０，０００

年度

年度

総計 3100,000 930,000 4,030,00Ｃ

研:究分野：社会科学

科研:費の分科・細目：経営学。会計学

キーワード：フリークエンシー・プログラム，ポイント制，顧客関係性戦略，主要顧客，利益
マネジメント

1．研究開始当初の背景
過去７年間にわたって、顧客関係性に基づ

＜収益の管理可能性について研究してきた。
その研究から、(1)収益は顧客関係'WzIこよっ

直接経費 間接経費 合計

２００９年度 1,300,000 390,0()0 1,690,000

２０１０年度 900,000 270,000 1,170,000

２０１１年度 90ｑＯＯＯ 2７００００ Ｌ170,000

年度

年度

総計 3,100,000 930.000 ４０３０．０００



てセグメント化することによって、管理可能

性が高まる、(2)関係性が強い臓客からもた
らされる収益は企業の安定的な１１＃１定費回収
を可能にする貢献利益をもたらす、というこ
とが分かった（佐々木[20081‘佐々木・鈴木

[2007]）。しかし、顧客関係性を評価するに
は、顧客別の情報をどのような方法で継続的

に収集するか、という問題が残った。この問
題にヒントを得て、顧客関係性の構築・維持
（CRM：カスタマー・リレーションシップ･マ
ネジメント）の－手法であるフリークエンシ

ー･プログラムに着目した。フリークエンシ
ー･プログラムは、顧客の獲得とlJ11い込みの

仕組みとして発達してきたが、顧客別の戦略
的アプローチに必要な情報を提供するとい
う意味で、意思決定情報機能としての有効性
が確認されれば、戦略的管理会計システムへ
組み入れることが可能なのではないかと考
えた。

したが，このような大規模な洲査を行ったの

は波々が初めてであり，さらにマーケティン
グと管1111会計との学際的な領域からアプロ

ーチしている点は非常に独創的である。当初
の目的に掲げた，課題１，２ともに，アンケ
ート調査とインタビュー調査により遂行す
ることができ，意思決定情報機能としての有

効性も捉える事が出来たが：次のような点で
限界があったことも付記しておく。まず，研
究開始当初に比べてフリークエンシー、プロ

グラム，特にポイント・プログラムが電子マ
ネーと一体化することによる疑似貨幣化が
起こったことである。続いて，経年調査によ
る影禅を調べる予定であったが，東日本大震
災の発生による継続的な調査の中1釿等など
により，必ずしも十分な成果は得られなかっ
た。今後も状況の推移を見ながら継続的な研
究を行いたいと考えている。
【課迦３】
顧客関係性の可視化については，会計情報

を代替変数とした，サプライチェーン関係に
ついて分析した。顧客関係性をＢｔｏＢでと

らえようとするものである。そこで日本の製
造業について主要顧客を有するか否かによ

って分類し，主要顧客がいる場合といない場
合の業績の違いについて分析した。主要顧客

の有無には，サプライヤーの有Illi証券報告書
に記,Mルてある主な売上先を利用して可視
化した。

その結果，サプライヤーと主要顧客との長

期的な関係が，サプライチェーンに良好な影
響を及ぼす，特に在庫回転率を高め販管費を
抑えることが分かった。一方で，売上総利益
については主要顧客を有するサプライヤー
の万が低く，文献で言われている主要顧客の

力（Buyerpower）が影響を与えていること
が，「１本の製造業のデータでも明らかになっ
た。

さらに，日本独特の株式保有関係が顧客関
係性とともにどのような影響を与えている

かについても調査した。その結果，株式所有
関係は主要顧客を有する場合の特徴をより
強めることが明らかとなった。特に株式所有

については・諸外国の事例はほとんどないた

め，非常に貴重な研究成果になったと考えら
れる。

２．研究の'二1的

本研究では、フリークエンシー･プログラ

ムの意思決定情報機能としての有効性と戦
略的管理会計への適用について明らかにす
ることを目的としている。それを実現するた

めに以下の３つの課題を設けた。

課題山顧客関係性情報収集のためのツー
ルとしてのフリークエンシー。プログラ

ムの研究

課題２：フリークエンシー･プログラムと

イールドマネジメント、販売ポートフォ
リオの研究

課題３：可視化された顧客関係性が企業価
値に与える影響の研究

３．研究の方法

理論lﾙ究と実証研究から行った。理論研究
については、管理会計分野での研究がほとん
ど無いため、マーケティングの既存研究など

を参考に検討した。また、近年、フリークエ
ンシープログラムが多様化しているので実
際の発行会社などへのインタビュー調査．使
用している企業に対してのアンケート調査
を行った。また，顧客関係性の'１１視化につい
ては，財務諸表を利用して会計ＩＩｉ１ｆ報を代替変
数として用いて分析した。

４．研究成果

【課題１．２】
日本の小売業を対･象とした大規模なアン

ケート調盗とインタビュー調査を行い，フリ

ークエンシー・プログラムの一種であるポイ
ント制度と値引き制度の実際の使用状況，使

い分け，顧客生涯価,値の構成嘆素（購買額，
取引の長期化）に－部貢献することを明らか
にできた。この研究で日本の全小売業（上
場・非上場）を対象にアンケート調杏を実施
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